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 お客さんが喜んでくれた時
「役に立ってる！」って実感します！
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▲お客さんのニーズを
　丁寧に聞き取る

今
月
の

旭日小綬章

高知県社会福祉事業関係者知事表彰　法務大臣表彰

　
本
堂
交
差
点
の
す
ぐ
南
に
あ
る

鍛
冶
屋
さ
ん
「
黒
鳥
鍛
造
工
場
」。

梶
原
さ
ん
は
、
こ
こ
黒
鳥
鍛
造
工

場
の
６
代
目
。店
内
で
お
話
を
う

か
が
っ
て
い
る
ほ
ん
の
30
分
ほ
ど
の

間
に
、
ご
近
所
の
方
が
お一人
、
ま

た
お一人
、包
丁
を
取
り
に
来
ら
れ

ま
し
た
。自
宅
で
使
わ
れ
て
い
る
包

丁
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
も
ら
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。「
自
分
で
で
き

る
こ
と
も
あ
る
け
ど
、や
っ
ぱ
り
本

職
は
違
う
！
」。皆
さ
ん
「
ち
ょっ
と

お
豆
腐
を
買
い
に
来
た
」み
た
い
な

気
軽
さ
で
訪
れ
て
、
梶
原
さ
ん
も

「
出
来
ち
ゅ
う
よ
〜
」
と
応
じ
る
。

受
け
取
っ
た
ご
婦
人
は「
あ
〜
、
こ

れ
で
切
れ
る
切
れ
る
！
」
と
満
足

そ
う
に
帰
っ
て
い
く
。そ
の
様
子
か

ら
、
地
域
の
鍛
冶
屋
さ
ん
と
し
て

住
民
の
生
活
に
自
然
に
溶
け
込
ん

で
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　
梶
原
さ
ん
は
、お
父
さ
ん
に
弟
子

入
り
し
て
こ
の
黒
鳥
を
継
が
れ
た

の
で
す
が
、学
校
を
出
て
す
ぐ
に
継

い
だ
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ご
本

人
い
わ
く「
ま
ぁ
、ひ
と
こ
と
で
言
う

と
、
職
を
転
々
と
し
た
ん
で
す
わ

（
笑
）実
は
、一度
、継
ご
う
と
し
た
時

も
あ
り
ま
し
た
が
、工
場
が
狭
い
と

か
な
ん
と
か
で
嫌
に
な
っ
て
す
ぐ
や

め
た
ん
で
す
。あ
の
頃
は
何
に
も
わ

か
っ
て
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
も
そ
も
、

仕
事
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
す
ら
わ

か
って
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら（
笑
）」

　
し
か
し
、
職
を
転
々
と
し
た
と

言
っ
て
頭
を
掻
い
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
お
話
を
う
か
が
っ
て
い
る
と
、

ど
の
仕
事
で
も
興
味
を
持
っ
て
突

き
詰
め
よ
う
と
し
た
結
果
「
あ
れ

も
や
り
た
い
、
こ
れ
も
や
り
た
い
」

と
な
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
。つ
ま

り「
転
々
」で
は
な
く「
変
遷
」あ
る

い
は「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」。

　
あ
る
時
の
こ
と
、
お
父
さ
ん
が

引
退
す
る
決
意
で
あ
る
こ
と
を
知

り
「
こ
れ
は
い
か
ん
！
親
父
の
技
術

や
、
鍛
冶
屋
の
文
化
が
絶
え
て
し

ま
う
！
」
と
感
じ
た
梶
原
さ
ん
は
、

当
時
従
事
し
て
い
た
畜
産
会
社
を

辞
め
、
本
格
的
に
お
父
さ
ん
の
下

に
弟
子
入
り
し
た
の
で
し
た
。

　「
そ
れ
ま
で
、や
り
た
い
こ
と
、突

き
詰
め
た
い
こ
と
が
、
ぶ
れ
ま
く
っ

て
い
た
の
に
、
鍛
冶
屋
を
継
い
で
か

ら
は
不
思
議
と
全
く
ぶ
れ
な
く
な

り
ま
し
た
」と
い
う
梶
原
さ
ん
。

　
技
術
を
さ
ら
に
突
き
詰
め
て
い
く

こ
と
以
外
に
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、
お
客
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
こ
と
。

そ
の
た
め
に
は
徹
底
し
た
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。お
客
さ
ん
と
向

き
合
って
、求
め
る
重
さ
、厚
み
、手
の

な
じ
み
方
な
ど
を
聞
き
取
る
。「
や
っ

ぱ
り
、
お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
た

時
が
一
番
う
れ
し
い
で
す
よ
。〝
役
に

立
って
る
！
〞って
実
感
し
ま
す
！
」

　
冒
頭
の
「
ご
近
所
の
方
が
お一人
、

ま
た
お一人
…
」の
理
由
が
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。き
っ
と
、
地
域
住
民

の
方
も「
助
か
って
る
！
」って
実
感

し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ひろ し

梶原 弘資さん
（本堂）

かじわら

お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
た
時

「
役
に
立
っ
て
る
！
」
っ
て
実
感
し
ま
す
！

　第69 回高知県社会福祉大会にて、民生委員、児童
委員として長年にわたり地域住民の身近な相談相手とな
り、社会福祉の増進に尽くした功績に対し、小野川益基
さん（浦越）が高知県社会福祉事業関係者知事表彰を受
けました。
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さん（浦越）が高知県社会福祉事業関係者知事表彰を受
けました。

　濵辺さんは、昭和58年に高知市議会議員に当
選以来、７期28年間議員として在職し、高知市
議会議長をはじめ、全国市議会議長会副会長、
四国市議会議長会会長など多くの役職を務め、
長きにわたり防災対策や南海トラフ地震対策、少子高齢化対策などに尽
力された功績が称えられ受賞されました。
　現在は、志和地区の自主防災組織の会長として、地域の防災意識の
向上、２か月に１度発行の防災新聞作成などの活動を行っています。今
後も市議会活動を通して得た経験を活かし、志和地区で頑張りたいと話
していました。
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濵辺 影一（70歳）

【表彰種別】民生委員・児童委員

　平成30年度高知県更生保護事業功労者顕彰式典に
て、多年にわたり罪を犯した人々の改善更生と犯罪の
予防に尽力した功績が顕著であり、他の模範として推
奨するに値するとして、壬生直德保護司（七里）と松下
陽子保護司（久保川）が法務大臣表彰を受けました。
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「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」中国四国農政局長賞受賞
（株）サンビレッジ四万十
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　「ディスカバー農山漁村の宝」は、「強い農林水産業」、「美しく活力のあ
る農山漁村」の実現のため、農山漁村の有する資源を生かし、地域の活性
化や所得向上に取り組んでいる優良事例を農林水産省が選定し、全国に発
信するものです。
　11月 22 日、（株）サンビレッジ四万十が中国四国農政局長賞を受賞し、
農林水産省のホームページを通じて、活動の紹介やさまざまなイベントへの
出展など、全国に情報発信が行われます。
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　謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
清
々
し
く
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
年
の
干
支
は
亥
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
亥
年
に
は
無
病
息

災
の
意
味
の
あ
る
年
で
あ
る
と
と
も
に
、
亥
と
さ
れ
る
イ
ノ
シ
シ
の
肉
に
は
、

万
病
を
予
防
す
る
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
と
い
う
と
猪
突
猛
進
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

一
つ
の
こ
と
に
向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
猛
烈
な
勢
い
で
突
き
進
む
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
無
病
息
災
で
病
気
に
な
り
に
く
い
年
と
は
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
決
し
て
無
理
を
な
さ
ら
ず
健
康
で
幸
せ
な
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
願
う
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　私
も
2
期
目
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
想
定
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
人
口
減
少
に
お
い
て
は
、
出
生
数
の
増
加
や
移
住
者
・
U
タ
ー
ン
者
の
増
加
に
と

も
な
い
ま
し
て
、
一
定
減
少
傾
向
が
鈍
化
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
や
、
起
業
・

創
業
の
動
き
、
町
内
事
業
者
の
事
業
活
動
の
拡
大
な
ど
、
あ
ち
こ
ち
に
魅
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
な
ど
、
好
循
環
の
兆
し

も
見
え
て
お
り
ま
す
。

　今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
活
力
あ
る
四
万
十
町
の
創
造
に
向
け
て
、
全

身
全
霊
で
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　改
め
ま
し
て
、
本
年
も
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
ご

祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　平
成
三
十
一
年

　元
旦

四
万
十
町
長

　

　謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
健
勝
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。　昨

年
は
「
西
日
本
豪
雨
」
や
全
国
各
地
で
の
地
震
、
台
風
、
記
録
的
猛
暑
な
ど
自

然
災
害
の
多
い
年
で
し
た
が
、
本
町
も
、
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
「
南
海
ト

ラ
フ
地
震
」
へ
の
対
応
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
議
会
も
行
政
と
協
働
し
て
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
山
積
す
る
課
題
に
つ
い
て
各
委
員
会
で
取
り
ま
と
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

付
託
に
応
え
る
た
め
に
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

　今
後
も
議
会
と
し
て
町
民
の
声
を
政
策
の
中
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
町

民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　本
年
も
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
せ
多
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　平
成
三
十
一
年

　元
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
万
十
町
議
会
議
長
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topics&reportまちの話題

　　　  全農こうち肉牛枝肉共励会「黒毛和種の部」

最優秀賞・高知県知事賞受賞

第55回

第32回

志和ふるさとまつり
　12月 2日、志和漁港周辺で志和ふるさとま
つりが開催されました。
　この祭りは、志和地区の新鮮な魚介類や農
産物を味わっていただき、地域の活性化につ
なげようと、毎年行われています。
　当日、この日のために志和の漁師さんが準備した伊勢エビを豪快に半身
使ったエビ汁は、販売前から長蛇の列ができ早々に完売。エビ汁と並んで人
気のすり身入り天ぷらも、用意された1600枚が完売。寿司や農産物なども次々
と売れました。
　その他にも、志和産「米豚」の販売や定番の魚介類のバーベキューを楽
しむ家族連れなどで浜辺は大にぎわいでした。人気の志和港クルージングや
お楽しみくじ入り餅投げなど、志和ならではのお祭りは、大盛況でした。
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気のすり身入り天ぷらも、用意された1600枚が完売。寿司や農産物なども次々
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しむ家族連れなどで浜辺は大にぎわいでした。人気の志和港クルージングや
お楽しみくじ入り餅投げなど、志和ならではのお祭りは、大盛況でした。

　11月１日から30日まで町立美術館にて開催され、約600人の方が来場し
ました。この史料展は、四万十町「志国高知 幕末維新博」推進委員会が
主催し、約20点の谷干城に関連する貴重な史料や、当時の様子を再現した
ジオラマなどが展示され、来場者から大変好評をいただきました。
　また、関連事業で11月11日にしまんと町社会福祉協議会にて開催した、
中公新書「谷干城」の著者である小林和幸氏による「谷干城と明治日本」
講演会では約90人の方が来場し、『谷干城』について理解を深めました。

　11月１日から30日まで町立美術館にて開催され、約600人の方が来場し
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　11月19日、高知市にて第32回全農こうち肉牛枝肉共励会が開催されました。この
共励会は高知県内の和牛肥育農家の技術確立と枝肉の資質向上を目的に開催されて
います。今回は県内全域より全26頭が出品され、県畜産試験場長ら５人が肉質や歩留
まり、脂の入り具合などを審査しました。その結果、「黒毛和種の部」において有限会
社鈴木（本町）の出品牛が最優秀賞・高知県知事賞を受賞されました。
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共励会は高知県内の和牛肥育農家の技術確立と枝肉の資質向上を目的に開催されて
います。今回は県内全域より全26頭が出品され、県畜産試験場長ら５人が肉質や歩留
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　障害者週間である12月8日、四万十町農村環境改善センターにて、四万十ふくふくまつりが開催されました。
　このイベントは、障害理解の啓発を目的に平成 22年度から行われています。
　今年は障害者スポーツ体験や餅投げ、飲食店の出店、窪川高校シクラメン販売など盛りだくさんの内容で、多くの方
にご来場いただきました。パラリンピックの正式種目である「ボッチャ」の体験には、老若男女問わずご参加いただき、
大いに盛り上がりました。今後も楽しく『ふくし』に触れることができるイベントを目指していきます。
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四万十川アユの再生と流域の地域未来づくり四万十川アユの再生と流域の地域未来づくり

高南台地総合美術展覧会
　11 月 9日から15 日まで、第 55 回高南台地総合美術展覧
会が開催されました。
　開催期間中は、800 名を超える来場者にご覧いただき、また、
出展者数 106 名、作品数147 点と盛大な展覧会となりました。
今年は無鑑査の方も審査の対象とする「台地展賞」（５年に1度）
もありました。
　受賞者は次のとおりです。（敬称略）
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　開催期間中は、800 名を超える来場者にご覧いただき、また、
出展者数 106 名、作品数147 点と盛大な展覧会となりました。
今年は無鑑査の方も審査の対象とする「台地展賞」（５年に1度）
もありました。
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　11月 25日、農村環境改善センターで、「四万十川アユの再生と流
域の地域未来づくり」をテーマとしたシンポジウムを開催しました。
　当日は 100 名近くの来場があり、高知大学特任教授の黒笹慈幾先
生やたかはし河川生物調査事務所の高橋先生のご講演のほか、４名
のパネリストのトークセッションでアユのブランド化の取り組みや子どもた
ちへの川文化の継承などについて話しあっていただきました。
　本シンポジウムの内容については、取りまとめたものを今後町のホー
ムページで公開する予定です。

　11月 25日、農村環境改善センターで、「四万十川アユの再生と流
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のパネリストのトークセッションでアユのブランド化の取り組みや子どもた
ちへの川文化の継承などについて話しあっていただきました。
　本シンポジウムの内容については、取りまとめたものを今後町のホー
ムページで公開する予定です。

絵 画

台地展賞
特 　 選
褒 　 状
奨 励 賞
新 人 賞

高垣 惠一
伊藤 光代　　森下 嘉晴
柴田 美千代　山本 哲資
中平 浩太　　又川 和男
嶋岡 幸子　　下元 洋子

工 芸写 真

台地展賞
特 　 選
褒 　 状
奨 励 賞
新 人 賞

奥宮 正洋
濵田 典昭　　和田 裕實
南部 多鶴子　榊山 浩孝　　藤戸 博
横田 好子　　森田 菊美　　鬼頭 俊英
前田 佳穂

書 道

台地展賞
特 　 選
褒 　 状
奨 励 賞
新 人 賞

中平 浩
大川内 憲作　　生田 浩子
伊与田 美紀　　佐治 わき
濵岡 美智子　　小野 雄介
長谷部 文尾

台地展賞
特 　 選
褒 　 状

奨 励 賞

新 人 賞

森本 瓊象
岡 　春草　　宮﨑 松亭
尾﨑 紫紅　　広田 紅雲　　森野 清水　　
田辺 三翠　　中屋 松雲
廣田 香翠　　堀内 仁峰　　辻本 里仙
竹村 由美

西郷を止めた男 谷干城の生涯 史料展

▲史料展
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特集

来月号では、若者特集
をおとどけします！

　特定健診を受診した結果、精密検査が必要だと診断された方には、紹介状が届きます。また、特定
保健指導の対象になった方（生活習慣の見直しにより、予防効果が多く期待できる方）には、保健師、
栄養士などの専門職が、健診結果や生活習慣のふり返りを一緒にお手伝いさせていただきます。

　近年ではさらなる高齢化社会を迎え、健康であり続ける期間をいかに延ばすことができるかが
これからの課題となっています。
　健康づくりに対する意識改革や保健・医療環境の充実を図り、誰もが安心して医療を受けられ、
健康で過ごせるまちを目指します。

年に一度、自分の身体と会話してみませんか？
からだ

見
て
、
知
っ
て
、
考
え
る
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十
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の
今

〜
健
康
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く
り
は
幸
せ
づ
く
り
〜

　高血圧症、脂質異常症、高血糖などは、血管が詰まりやすくなっている状態です。この状態を放置
すると、最終的には動脈硬化となり、脳卒中や心疾患など要介護の状況や、生命へのリスクも高く
なってくるともいえます。

　四万十町は山間部が多いため、保存の効く食品を食べる機会が多く、味付けも濃い傾向がありま
す。全国平均に比べて男女問わず毎日飲酒をする人が多く、男性では早食い傾向の人、喫煙する人
が多くなっています。また女性では運動習慣が少なく、就寝前に食事をする人が多いことが挙げられ
ます。こういった生活習慣を続けていると、上記のような生活習慣病や、メタボリックシンドローム
（※２）などになる可能性が高くなります。

　特定健診とは、市町村国民健康保険、健康保険組合などが実施してお
り、生活習慣病の予防や早期発見を目的に行っています。（身体測定、尿
検査、血圧測定などを行います）
　生活習慣病は自覚症状がほとんどないまま進行する病気であり、特定
健診を受けることで、発病の予測ができます。
　いつまでも元気で、自分らしい生活を送るためにも、ぜひ受診してください。

（※１）生活習慣病とは…食事、運動、休養、喫煙、飲酒などの生活習慣が原因と考えられる病気のことを指しま
す。主に、高血圧症、脂質異常症、高尿酸血症、糖尿病などが挙げられます。

（※2）メタボリックシンドロームとは…内臓脂肪型肥満（腹囲：男性85㎝以上、女性90㎝以上）と高血糖、高血
圧、脂質異常症のうち２つ以上の症状が一度に出ている状態を指します。

　町内の国民健康保険被保険者（40～74歳）4,203人中、
生活習慣病（※１）患者は、約２人に１人（2,068人）！！！

特定健診　受診者

一人当たり医療費
（40～74歳）

■四万十町の医療費

■国保から見る生活習慣病

■四万十町の要介護認定者の疾病背景

■特定健診受診率の現状と５年後の達成目標

■受診率向上への取り組み

■特定健診を受診したら、その後が大切です

■年代別に見る特定健診受診率

■四万十町の健康づくり施策の仕組み

148,458円 503,315円

特定健診　未受診者

出典（KDB）地域全体像の把握 H29年度（累計）

出典（KDB）厚生労働省様式（様式３-１）生活習慣病全体のレセプト分析 平成30年10月作成
注：グラフの内訳は延べ人数で表示してありますので、ひとりが複数の疾病を抱えている場合もあります。

出典 ： KDBデータより 平成29年3月現在

高血圧

脂質異常症

糖尿病

高尿酸血症

その他

1,261人

872人

551人

323人

330人

0 200 600400 800 1,000 1,200 1,400

元気な人を
より元気にする取り組み

1次予防

病気の早期発見、早期治療
２次予防

病気の重症化予防、心身の機能回復
３次予防

　かかりつけの医師で特定健診を受けられるよう、相談依
頼書を発行します。

⇒詳しくは、町民課　☎22-3117

　より多くの方に受診していただけるよう、休日に受診でき
る機会を増やしました。

⇒詳しくは、町民課　☎22-311７

　健康づくり婦人会と食生活改善推進協議会の会員と連
携し、健診受診勧奨を行っています。

　30歳代の国民健康保険被保険者の方に対し、人間ドック受
診費用の一部を助成します。自己負担額は10,000円です。

⇒詳しくは、町民課　☎22-3117
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かかりつけ医での受診（個別健診）

休日健診の拡充

　１度に複数のがん検診を受診していただけるように、
特定健診とがん検診を合同で行っています。

⇒詳しくは、健康福祉課　☎22-3115

がん検診との合同健診

健康づくり団体との連携

３０歳代の人間ドック（早期介入事保健事業）
▲量販店での街頭啓発 ▲各家庭への訪問による啓発

H35
（2023）
達成目標
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■高血圧 ■脂質異常症 ■糖尿病 ■高尿酸血症

特定健診 がん検診

　今回は、四万十町の健康づくり中の
『病気の早期発見』の部分に

注目してみました。

　この目標は四万十町の特定健康診査等
実施計画に定めています。

　年代別に見ると、年齢が若い層の受診率は20％
代と低く、全体の受診率もまだまだ低い状況です。

　この表は、特定健診を受診し
た人と受診していない人の医療
費を比較したものです。特定健
診を受けることで、病気の早期発
見、早期治療に結びつけること
ができ、結果的に治療にかかる
医療費も少なくて済むという傾
向が読み取れます。

　介護認定を受けるに至った方の生活習慣病の背
景を見ると、高血圧症が最も多く、脂質異常症、糖尿
病と続きます。
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informationお知らせ

西部地区産業祭について第12回
　11月18日、大正中学校グラウンド・体育館において「第
12回西部地区産業祭」を開催しました。当日は晴天に
も恵まれ、ジャンボカボチャコンテストや農林産物の品
評会、餅投げなどが行われ、多くの人でにぎわいました。

　今年は、第 12回西部地区産業祭に合わせて平成 30年度「石
の風ぐるま友好都市交流事業」が開催され、熊本県山鹿市や岡
山県高梁市から多くの方にご来場いただきました。
　大正中学校音楽部の華やかな演奏で交流事業を開始し、山
鹿市の山鹿灯籠踊り、鹿本銭太鼓、高梁市の傘踊りの伝統芸能、
四万十町よさこい踊り子隊四万夢多の踊りが披露され、多くの
観客の目を引き付けました。
　また、会場内ではそれぞれの特産品の販売も行われました。

　株式会社中脇組（本社・埼玉県、代表取
締役・中脇周一氏）から、十和地域の振興
に役立ててほしいと500万円の寄附をいただ
きました。
　有意義に活用させていただきます。ありが
とうございました。

「石の風ぐるま友好都市交流事業」が開催されました

ご寄附を
いただきました！

平成30年度

topics&reportまちの話題

■期日前投票
　【期日】１月23日（水）～26日（土）
　　　　 午前８時30分～午後８時
　　　　 ※興津出張所は午後５時まで
　【場所】役場本庁西庁舎、大正地域振興局
　　　　　十和地域振興局、興津出張所

平成31年1月27日執行

■投票の日程
【告示日】１月22日（火）
※四万十町議会議員の定数は今回より 18 人から
16人になります。
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　任期満了にともなう町議会議員選挙が下記の日程で行われます。
　「 ふるさとの　明日を決める　この１票 」　棄権しないで投票しましょう。

〔お問い合わせ先〕 四万十町選挙管理委員会　☎22-3111　FAX 22-3123

■開票の日程
　【期日】１月27日（日）
　　　　 午後８時30分～
　【場所】四万十町農村環境改善センター

のお知らせ

1月27日（日）

全国町村長大会
　11月28日東京都で全国町村長大会が開催されました。
　冒頭の安倍総理のご挨拶の中で、「清流・四万十川の
中流域、四万十町は、若者を始めとする人口流出に悩ま
される町村の一つですが、１６名の地域おこし協力隊員が、
炭焼き職人の見習い、椎茸栽培、青少年サッカーの指
導などのミッションに取り組み、地域の盛り上げ役として生
き生きと活躍しています。ＯＢの７割がそのまま定住し、町
内で起業したりしています」と全国926町村ある中で四万
十町の事例を紹介していただきました。

　11月28日東京都で全国町村長大会が開催されました。
　冒頭の安倍総理のご挨拶の中で、「清流・四万十川の
中流域、四万十町は、若者を始めとする人口流出に悩ま
される町村の一つですが、１６名の地域おこし協力隊員が、
炭焼き職人の見習い、椎茸栽培、青少年サッカーの指
導などのミッションに取り組み、地域の盛り上げ役として生
き生きと活躍しています。ＯＢの７割がそのまま定住し、町
内で起業したりしています」と全国926町村ある中で四万
十町の事例を紹介していただきました。

【投 票 日】
【投票場所】四万十町内の各投票所
　　　　　（第１～第57投票所）
【投票時間】
　各投票所によって異なりますので、必ず１月22日
　発送の入場券ハガキでご確認ください。

オービー

しいたけ

9 8四万十町通信一平成31年1月号 四万十町通信一平成31年1月号



〔お問い合わせ先〕 税務課　☎22-3116

　今年も町県民税・国民健康保険税の申告時期が近づいてきました。
　皆さん、書類の整理は進んでいますか？
　申告した内容は、町県民税や国民健康保険税の課税資料となるほか、各種行政サービスの資料となります。事前
に収支などの資料を整理して、スムーズな申告にご協力をお願いします。

平成31年１月１日に四万十町に住所が
ある方です。ただし、次の方は除きます。
・税務署へ確定申告される方
・給料・公的年金のみの方（各種控除の追加な
どがある方は、申告が必要です）

申告が必要な方は？1

平成 30 年 1 月 1 日～ 12月 31日までに生じた
すべての収入を申告する必要があります。

申告が必要な収入は？2

2月13日(水 )～3月15日（金）
【詳細は、次ページの日程表を参照】
※申告期間前および申告期間中は、本庁税務
課・各地域振興局での申告書の作成はでき
ませんのでご了承ください。

申告相談会の日程は？3

　 ・マイナンバーカード
　・通知カード
　・住民票の写しまたは
　　住民票記載事項証明書
　   （マイナンバーの記載があるもの）

□本人確認書類
　(マイナンバーカードを持参される方は必要ありません )
　・運転免許証・パスポート・身体障害者手帳
　・公的医療保険の被保険者証
　・国民年金手帳など

□扶養親族のマイナンバーがわかるもの
□印鑑（認印可）
□昨年の収入・経費の明細・領収書など
□各種控除を証明する書類
　（生命保険・医療費控除の明細書等）

□源泉徴収票と本人口座情報
□事業・農業などの帳簿
□税務署からのお知らせハガキなど

申告に持参する物は？4

申告が必要な方は、次のとおりです。
なお、申告書の書き方が分からない方は、申告相談会をご利用ください。

　平成24年分から年少扶養控除（16歳未満）が廃止されたため、
年末調整手続きで年少扶養の届出をされていない方が、一部で
見られます。
　町県民税の非課税判定は、右の表のとおり年少者も含めた扶養
人数と所得で行うため、申告がないと適切な判断ができません。
　事業所への届出など、もう一度確認をお願いします。

【お願い】
　事業収入（農業・営業など）や医療費控除を申告される方は、収支内
訳書、領収書などを事前に整理集計しておいてください。
　整理・集計ができていない方については、順番をお待ちいただく場
合があります。あらかじめご了承ください。【駐車場について】

　役場の駐車場が満車の場合、お手数ですが、四万十町農村環境改善センターへ駐車の上、来庁していただきますよう、お願い
いたします。

★ ★ 16歳未満の扶養申告は忘れずに！ ★★ 【住民税の非課税判定の所得】

※人数は申告者 +扶養者の数
　金額は申告者の所得

所得割人数 均等割

1 人 28万円

2人 72.8 万円

3人 100.8 万円

4人 128.8 万円

35万円

102万円

137 万円

172 万円

いずれか１つ｝
□マイナンバー（個人番号）確認書類

平成31年 税の申告相談会日程
2月13日（水）～3月15日（金）まで
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今年から会場が変わります！
月　日 会　場

対 象 住 所 （地区名）
午　前（9:00 ～ 12:00） 午　後（１:00 ～ 4:00）

 2 月 13 日（水）

きらら大正

江師・小石・芳川・西ノ川・木屋ヶ
内・下道 大正大奈路・大正中津川・下津井

14 日（木） 打井川・上宮・弘瀬
大正北ノ川・市ノ又・烏手・相去・
大正（轟崎・つづら川）・瀬里・
希ノ川・上岡・下岡

15 日（金） 大正（大正橋から南町）

18 日（月）

十和体育館

里川・浦越・茅吹手・津賀・野々
川 大道・戸川・小野・久保川

19 日（火） 昭和・十和川口・地吉 河内・大井川
20 日（水） 十川・古城 広瀬・井﨑

21 日（木）
申告未済者（大正・十和地域）

志和コミュニティセンター 志和・大鶴津・小鶴津 　
22 日（金） 興津海の家 興津
25 日（月）

役場東庁舎１階
多目的大ホール

檜生原・折合・南川口 寺野・秋丸・家地川・野地

26 日（火） 日野地 ･ 上秋丸 ･ 窪川中津川 ･
壱斗俵 ･ 市生原 米奥・東北ノ川・作屋

27 日（水） 中村・勝賀野・川ノ内・七里（志
和分 ･ 西ノ川 ･ 柳瀬）

七里（小野川 ･ 本在家 ･ 越行 ･ 影
山 ･ 三滝 ･ 沖代）

28 日（木） 向川・数神・奈路 弘見・飯ノ川・志和峰
3 月 1 日（金） 八千数・藤ノ川・親ヶ内・本堂 黒石・与津地

4 日（月） 平野・道徳・土居 平串・富岡・中ノ越
5 日（火） 床鍋・影野・魚ノ川 奥呉地・下呉地・替坂本・六反地

6 日（水） 仁井田（神有､ 本田､ 汢ノ川､
浜ノ川を含む）・小向 根元原・東大奈路・西川角

7 日（木） 口神ノ川・中神ノ川・奥神ノ川・
仕出原 大井野・宮内・根々崎・東川角

8 日（金） 高野・若井川・峰ノ上・見付 金上野

11 日（月） 神ノ西・窪川・西原・若井・天ノ川・
大向 茂串町・本町・新開町

12 日（火） 古市町・榊山町・東町 香月が丘
13 日（水） 北琴平町・琴平町 申告未済者（全地域）
14 日（木）

申告未済者（全地域）
15 日（金）

大正地域、
十和地域、

窪川地域の順に
行います。
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工　事　名　等 工事場所等 落札業者名 契約金額（円） 工    期
２,９０５,２００
４,０８２,４００
６,５８８,０００
３,０１３,２００
３,３２６,４００
３,３８７,９６０
３,３５８,８００
４,８６０,０００
３１,５９０,０００
９,８２８,０００
３,１１０,４００
３３,３７２,０００
８,６６１,６００
８,２０８,０００
１１,８８０,０００
６,６３１,２００
３,０１３,２００
３,８５５,６００
１０,１５２,０００
１８,７４２,３２０
２,８３５,０００
３,２９４,０００
２,４６２,４００
２０,２９３,２００

11／15～２／28
11／15～２／28
11／15～２／28
11／15～２／28
11／15～２／28
11／15～12／20
11／15～１／18
11／15～３／31
11／22～３／25
11／22～３／28
11／22～３／28
11／29～３／18
11／29～３／15
11／29～３／15
11／29～３／28
11／29～２／28
11／29～２／28
11／29～１／31
11／29～２／28
12 ／6 ～３／28
12 ／6 ～２／28
12 ／6 ～３／31
12 ／6 ～３／31
12 ／6 ～３／18

南川口
秋　丸
窪　川
川ノ内
替坂本
金上野
榊山町
昭和甲
志　和
見　付
見　付
木屋ヶ内
大　向
平　串
見　付
打井川(1)
烏　手
市ノ又
口大道
日野地
四手崎
地吉(１)
小　野
木屋ヶ内

㈲山崎建設
㈲山崎建設
㈲三浦建設
㈲松葉建設
㈲吉岡建設
㈲谷渕住設
㈲松井建築

㈲高南技術コンサルタント
㈲武市建設

㈲高南技術コンサルタント
㈱第一コンサルタンツ

㈱井原組
㈲牧野建築
㈲谷渕住設

㈲高南技術コンサルタント
㈲西村建設
㈲大和建設
㈲大和建設
㈲竹村綜合建設
㈱藤田建設
㈱北幡建設
㈲外崎建設
㈲松元建設
㈱井原組

平成30年度　入　札　結　果　（平成30年11月１日～11月30日）　　

※この入札結果は、予定価格250万円以上の工事・委託業務についてのみ公表しています。
　契約金額は、消費税込みの金額。 〔お問い合わせ先〕 総務課　☎22-3111

平成 30年度　30災　第 132号　一級水系普通河川　イノ口谷川　河川災害復旧工事
平成 30年度　30災　第 140号　一級水系普通河川　コトコ谷川　河川災害復旧工事
平成 30年度　30災　第 148号　町道　窪川若井線　道路災害復旧工事
平成 30年度　30災　第 141号　一級水系普通河川　想ヶ谷川　河川災害復旧工事
平成 30年度　30災　第 145号　一級水系準用河川　替坂谷川　河川災害復旧工事
平成 30年度　町営住宅金上野団地　解体撤去工事
平成 30年度　四万十町農村環境改善センター　屋根改修工事
平成 30年度　防安金　第 5-001-4 号　第二三島橋　橋梁修繕設計委託業務
平成 30年度　都市防　第２号　町道志和大屋敷ヒショケ谷線　橋梁架設工事
平成 30年度　周辺整備　第 1号　見付地区農道橋　測量設計委託業務
平成 30年度　周辺整備　第 2号　見付地区用水路　測量設計委託業務
平成 30年度　防安金　第 1－001－1号　町道大奈路中津川線　道路改良工事（木屋ヶ内工区）
平成 30年度　移住定住促進用　中間管理住宅 改修工事（大向）
平成 30年度　移住定住促進用　中間管理住宅 改修工事（平串）
平成 30年度　防安金　第 1-016-1 号　町道轟川線　測量設計委託業務
平成 30年度　30災　第 307号　一級水系普通河川　蛇ノ川谷川　河川災害復旧工事
平成 30年度　30災　第 308号　一級水系普通河川　横谷川　河川災害復旧工事
平成 30年度　30災　第 323号　町道　市ノ又 1号線　道路災害復旧工事
平成 30年度　防災・減災　第 2号　大道地区　緊急用ヘリポート舗装工事
平成 30年度　防安金　第 5-001-5 号　森ヶ内橋　橋梁修繕工事
平成 30年度　30災　第 69-7 号　四手崎　田　災害復旧工事
平成 30年度　30災　第 314号　一級水系普通河川　井長原谷川　河川災害復旧工事
平成 30年度　30災　第 331号　町道大井川西土佐線　道路災害復旧工事
平成 30年度　防安金　第 1-010-1 号　町道大奈路中津川線　道路改良工事（赤岩工区）
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■ 

東
庁
舎
に
お
け
る
不
正
ダ
ン
パ
ー

に
つ
い
て

　
本
庁
舎
に
使
用
さ
れ
て
い
る
カ
ヤ
バ
シ
ス

テ
ム
マ
シ
ナ
リ
ー
社
製
免
震
用
オ
イ
ル
ダ
ン

パ
ー
に
つ
い
て
は
、
本
年
10
月
に
同
社
の
親

会
社
で
あ
る
Ｋ
Ｙ
Ｂ
株
式
会
社
か
ら
、
一
部

の
製
品
が
大
臣
認
定
の
性
能
評
価
基
準
に
適

合
し
て
い
な
い
こ
と
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
免
震
用
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
は
、
東
庁
舎

に
２
基
、
西
庁
舎
に
４
基
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
回
公
表
さ
れ
た
不
適
合
品
は
東

庁
舎
の
２
基
と
な
っ
て
お
り
、
西
庁
舎
の
４

基
は
不
適
合
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
10
月
31
日
に
は
Ｋ
Ｙ
Ｂ
株
式
会
社
対
策
本

部
の
２
名
が
来
庁
し
、
ま
た
、
11
月
13
日
に

は
執
行
役
員
を
含
む
２
名
が
再
度
来
庁
し
、

今
回
の
不
適
合
品
に
つ
い
て
の
謝
罪
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
東
庁
舎

の
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
の
構
造
計
算
に

つ
い
て
は
、
年
内
に
実
施
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
が
、
不
適
合
品
の
交
換
時
期
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
交
換
す
る
装
置
の
増
産
体

制
を
構
築
中
の
た
め
具
体
的
な
協
議
は
１
月

以
降
に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
免
震
用
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
が
不
適
合
品
で

あ
っ
て
も
、
震
度
６
強
か
ら
７
程
度
の
地
震

に
は
十
分
耐
え
得
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
今
後
は
、
詳
細
な
デ
ー
タ

の
提
出
と
誠
意
あ
る
対
応
を
求
め
、
早
期
の

交
換
に
向
け
た
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

交
換
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
、

期
間
中
は
騒
音
等
で
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
そ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑

え
る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
寄
附
者
の

利
便
性
向
上
の
ほ
か
、
本
町
の
魅
力
や
特
産

品
を
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と

納
税
総
合
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

に
加
入
す
る
な
ど
、
返
礼
品
の
充
実
等
に
取

り
組
ん
で
き
た
結
果
、
昨
年
度
の
寄
附
金
総

額
は
12
億
７
千
３
０
０
万
円
余
り
、
寄
附
件

数
は
７
万
９
千
８
０
０
件
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
全
額
を
ふ
る
さ
と
支
援
基
金
と
し
て
積

み
立
て
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
高
い
返
礼
率
や
高

額
な
返
礼
品
等
に
つ
い
て
の
是
正
を
促
す

総
務
省
か
ら
の
通
知
を
受
け
、
本
町
と
し
て

も
全
国
的
な
状
況
の
ほ
か
、
制
度
自
体
の
存

続
や
趣
旨
を
踏
ま
え
、
返
礼
品
生
産
者
と
販

売
事
業
者
で
組
織
す
る
、
ふ
る
さ
と
納
税
推

進
協
議
会
で
の
協
議
を
経
て
、
本
年
７
月
１

日
か
ら
全
返
礼
品
の
返
礼
率
を
３
割
以
下
と

し
、
各
ふ
る
さ
と
納
税
総
合
サ
イ
ト
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
や
新
た
な
返
礼
品
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
す
る
な
ど
、
再
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
影
響
も
あ
り
、
寄
附
金
額
が
当

初
の
予
算
額
を
下
回
る
見
込
み
と
な
っ
た
た

め
、
今
議
会
定
例
会
に
提
案
す
る
補
正
予
算

に
減
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
９
月
以
降

の
寄
附
金
額
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
と
の
連

携
し
た
取
り
組
み
等
に
よ
り
、
昨
年
同
月
の

寄
附
金
額
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
後
も
、
本
町
の
情
報
や
魅
力
の
発
信
、

地
産
外
商
を
推
進
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
を
有
効
活
用
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
使
途
や
寄
附
金
を
活
用
し
た
事

業
の
成
果
等
の
周
知
も
行
い
な
が
ら
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

■ 

自
然
・
体
験
型
観
光
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

　

来
年
２
月
か
ら
再
来
年
12
月
に
か
け
て
、

高
知
県
で
は
、
自
然
・
体
験
型
観
光
の
推
進

の
た
め
、「
リ
ョ
ー
マ
の
休
日
・
自
然
＆
体

験
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
銘
打
っ
た
、
全
国
に

向
け
た
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
、
そ
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

専
門
性
を
有
す
る
民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
な
が
ら
、
潜
在
的
な
力
の
あ
る
観
光

資
源
の
発
掘
や
磨
き
上
げ
、
ク
ラ
ス
タ
ー
化

の
推
進
に
よ
っ
て

自
然
を
活
用
し
た

外
貨
を
稼
ぐ
仕
組

み
の
構
築
を
目
指

す
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

自
然
・
体
験
型

の
観
光
資
源
は
、

特
に
本
町
の
よ
う

な
中
山
間
地
域
に

豊
富
に
存
在
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、

本
町
と
し
て
も
、

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
推
進
に
連
動

し
て
取
り
組
み
、

地
域
の
振
興
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
、
現
在
、
連
携
事

業
者
の
意
向
確
認
や
平
成
31
年
度
に
向
け
た

施
設
の
整
備
要
望
等
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
本
年
度
中
に
実
施
で
き
る
施
設
整

備
や
情
報
発
信
に
お
け
る
体
験
型
観
光
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
さ
ら
に
は
来
年
２
月
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
に
向
け
た
広
報
活
動

展
開
の
事
業
費
等
に
つ
い
て
、
今
議
会
定
例

会
に
提
案
す
る
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
関
連
団
体
等
と
連
携

し
、
協
議
を
行
い
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

■ 

笠
ノ
川
池
災
害
復
旧
工
事
に
係
る

会
計
実
地
検
査
の
対
応
に
つ
い
て

　
笠
ノ
川
池
は
、
若
井
地
区
に
位
置
す
る
堤

長
36.

２
ｍ
、
堤
高
10.

１
ｍ
、
貯
水
量
約

２
万
３
千
ト
ン
、
受
益
面
積
10 

ha
の
農
業
用

た
め
池
で
す
が
、
平
成
26
年
６
月
４
日
の
梅

雨
前
線
豪
雨
に
よ
り
決
壊
し
、
下
流
河
川
の

護
岸
決
壊
や
、
し
尿
処
理
施
設
が
浸
水
す
る

な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
当
時
、
そ
の
復
旧
に
向
け
た
国
の
農
地
農

業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
の
申
請
に
あ
た

り
、
技
術
的
に
特
殊
な
案
件
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
高
知
県
の
全
面
的
な
協
力
の
も
と
、

高
知
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
に
測

量
・
調
査
・
設
計
・
積
算
を
委
託
し
、
県
と

連
合
会
、
町
の
三
者
に
よ
り
幾
度
も
協
議
を

重
ね
ま
し
た
。

　
復
旧
工
法
の
決
定
に
際
し
て
は
、
災
害
復

旧
事
業
の
原
則
と
な
る
原
形
復
旧
の
制
約
が

あ
る
た
め
堤
体
の
高
さ
の
変
更
が
で
き
な
い

こ
と
、
ま
た
、
原
形
復
旧
で
あ
っ
て
も
設
計

基
準
で
示
さ
れ
て
い
る
２
百
年
確
率
洪
水
流

量
で
堤
体
を
越
流
す
る
危
険
性
は
な
い
こ
と

が
、
中
国
四
国
農
政
局
及
び
四
国
財
務
局
と

の
事
前
協
議
で
確
認
さ
れ
、
原
形
復
旧
で
行

う
こ
と
の
同
意
を
得
て
、
平
成
26
年
12
月
９

日
に
概
ね
申
請
ど
お
り
の
内
容
で
査
定
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
復
旧
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成

27
年
４
月
８
日
に
高
知
県
須
崎
農
業
振
興
セ

ン
タ
ー
の
設
計
審
査
が
完
了
し
、
平
成
27
年

６
月
の
町
議
会
定
例
会
に
て
工
事
請
負
契
約

の
議
決
を
経
て
、
平
成
29
年
１
月
30
日
に
竣

工
し
、
同
年
２
月
24
日
に
県
の
完
了
検
査
を

受
け
て
実
績
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
復
旧
工
事
に
つ
い
て
、
本
年
３
月
７

日
に
会
計
検
査
院
の
実
地
検
査
が
行
わ
れ
、

堤
体
の
遮
水
性
ゾ
ー
ン
で
あ
る
鋼
土
と
堤
体

天
端
と
の
間
の
土
か
ぶ
り
に
つ
い
て
、
標
準

工
法
で
は
50
㎝
の
と
こ
ろ
本
件
で
は
20
㎝
と

不
足
し
て
お
り
、
農
林
水
産
省
が
監
修
し
た

災
害
復
旧
事
業
の
復
旧
工
法
に
よ
ら
な
い
設

計
で
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。

　
本
町
と
し
て
は
、
関
係
機
関
と
の
十
分
な

事
前
協
議
を
行
い
、
適
正
な
手
順
を
踏
ん
で

施
工
し
た
も
の
で
す
が
、
会
計
検
査
院
の
指

摘
事
項
へ
の
対
応
と
、
よ
り
一
層
の
安
全
性

を
確
保
す
る
た
め
、
改
め
て
高
知
県
、
農
林

水
産
省
、
会
計
検
査
院
と
協
議
を
行
い
、
補

完
工
事
の
調
整
が
整
い
ま
し
た
の
で
、
こ
れ

に
必
要
な
設
計
委
託
料
１
０
０
万
円
と
請
負

工
事
費
４
０
０
万
円
に
つ
い
て
、
今
議
会
定

例
会
に
提
案
す
る
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



informationお知らせinformationお知らせ

　
住
民
基
本
台
帳
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
29
年
度
の
住
民
基
本
台
帳
の

閲
覧
状
況
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
さ
れ

た
方
へ
、
カ
ー
ド
の
お
渡
し
準
備
が
整

い
し
だ
い
、
順
次
「
交
付
通
知
書
（
ハ

ガ
キ
）
」
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。

　
交
付
通
知
ハ
ガ
キ
に
は
、
カ
ー
ド
の

交
付
場
所
や
交
付
に
必
要
な
書
類
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
交
付
通
知
ハ
ガ
キ
を
紛
失
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
交
付
の
お
手
続
き
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
の

閲
覧
状
況
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
後
、
未
受
取
り
の
方
へ

町
民
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

〔
交
付
時
間
〕

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

（
平
日
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
、
土
日

祝
日
除
く
）

　
平
成
27
年
10
月
５
日
現
在
で
本
町
に
住

民
登
録
さ
れ
て
い
た
人
に
送
付
し
た
「
通

知
カ
ー
ド
」
の
う
ち
、
配
達
時
に
不
在
で

受
領
で
き
な
か
っ
た
人
な
ど
の
返
還
さ
れ

た
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
保
管
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
未
受
領
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
受

け
取
っ
て
い
な
い
方
は
受
け
取
り
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
長
期
保
存
と
な
っ
た
場
合
、
受
け
取
り

を
促
す
通
知
書
を
送
付
し
て
一
定
期
間
経

過
後
、
廃
棄
す
る
予
定
で
す
。
受
け
取
り

を
ご
希
望
の
方
は
、
お
早
め
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
廃
棄
後
に
通
知
カ
ー
ド
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
、
手
数
料
が
発
生
し
再
交
付
ま
で

に
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除（
法
定

免
除
）・
一
部
免
除
・
納
付
猶
予
・
学
生

納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、

年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
資
格
期
間
に

は
含
ま
れ
ま
す
が
、
保
険
料
を
全
額
納

付
し
た
場
合
に
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
期
間
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
申
し
込
み
に
よ
り
保
険
料
を
後
か
ら
納

め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
、
追
納
し
た

期
間
は
全
額
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
と

同
じ
取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
。

※
10
年
を
過
ぎ
た
月
分
は
追
納
で
き
ま

せ
ん
。

※
一
部
免
除
期
間
に
つ
い
て
は
、
減
額

後
の
保
険
料
を
期
限
内
に
納
付
し
て

い
な
け
れ
ば
追
納
で
き
ま
せ
ん
。

◆
免
除
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
期
間
の
う

ち
、
10
年
以
内
の
古
い
月
分
か
ら
順
番

に
納
付
し
ま
す
。
先
に
新
し
い
月
分
を

納
付
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
た
だ
し
、
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特

例
期
間
に
つ
い
て
は
、
追
納
し
な
け
れ

ば
受
け
取
る
年
金
額
に
反
映
さ
れ
な
い

た
め
、
免
除
期
間
よ
り
優
先
し
て
追
納

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
誤
っ
て
先
に
新
し
い
月
分
を
納
付
し
て

し
ま
っ
た
場
合
、
せ
っ
か
く
納
め
た
保

険
料
は
還
付
さ
れ
、
古
い
月
分
か
ら
順

番
に
納
め
直
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

誤
っ
て
使
用
し
、
還
付
さ
れ
た
月
分
の

納
付
書
は
再
発
行
が
必
要
で
す
の
で
、

年
金
事
務
所
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
使
用
期
限
が
過
ぎ
た
納
付
書
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

・
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に

保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の

保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

・
同
じ
追
納
対
象
月
で
も
、
納
付
す
る
年

度
に
よ
っ
て
加
算
率
が
変
わ
る
た
め
、

毎
年
４
月
に
な
る
と
加
算
額
も
変
更
さ

れ
ま
す
。

※
追
納
用
の
納
付
書
の
使
用
期
限
が
過
ぎ

た
場
合
は
、
改
め
て
追
納
の
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
（
申
込
書
は
年
金
事

務
所
お
よ
び
役
場
に
あ
り
ま
す
）
。

通
知
カ
ー
ド
の

受
け
取
り
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料

追
納
制
度
と
は…

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕 

町
民
課
　  

☎
2
2-

3
1
1
7

追
納
の
注
意
点

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕 

高
知
西
年
金
事
務
所

高
知
市
旭
町
３‐７
０‐１

　 

☎
0
8
8-

8
7
5

-
1
7
1
7

四
万
十
町
役
場
　
町
民
課
　  

　
　
　
　      

☎
2
2-

3
1
1
7
　
　

大
正
　
町
民
生
活
課

　
　
　
　
　
　
☎
2
7-

0
1
1
2

十
和
　
町
民
生
活
課

　
　
　
　
　
　
☎
2
8-

5
1
1
2

■公売とは           
　「公売」とは、滞納税に充てるために差押えをした財産を売却することです。具体的には、公売会場において見
積価額以上の金額を入札していただき、最高価額の入札者に売却していくもので、裁判所の行っている競売に類し
たものです。

■高幡租税債権管理機構および須崎市、四万十町の方針
　行政サービスを支える財源の確保に向けて、差押えした財産は、随時、公売を行って税収に充てています。滞納
の解消、税収確保のために多くの皆さんの参加をお待ちしています。

■合同公売会           
　日時：３月８日（金）　開場：午後１時30分　　入札：午後２時開始
　会場：須崎市総合保健福祉センター　2階　会議室　        
　今回は、高幡租税債権管理機構および須崎市、四万十町の合同公売会の形式で、雑種地や農地などを売却しま
す。なお、公売物件の所在地は須崎市、四万十町になります。

◆注意事項
　保証金納付期限……3月8日（金） 午後２時 （保証金は見積価額の
　　　　　　　　　　 約10％と定められています）
　買受代金納付期限…3月15日（金）午後２時 （買受代金は落札額
　　　　　　　　　　 から保証金を控除した金額です）
　所有権移転登記……費用負担と住民票などの提出を条件として、
　　　　　　　　　　  執行機関が代行することができます。

 〔お問い合わせ先〕 
　高幡租税債権管理機構（須崎市山手町１-７）　☎0889-40-0911
　須崎市役所税務課（須崎市山手町1-7）　      ☎0889-42-1291
　四万十町役場　税務課　☎22-3116  

高幡租税債権管理機構および須崎市、四万十町からのお知らせ

税金滞納で差し押さえた　　　　　　  を公売します！

■公売物件

１
２
３
４
５

雑種地
宅地

宅地・居宅
田
田

1,370.00 
41.00 
251.66 
1,622.00 
2,013.00 

350 
30 
120 
－  
－  

3,500 
300 
1,130 
266 
200 

－
－
－
－
－

－
－

82.49 
－
－

－
－
－
－
－

－
－
－

農用地
－

番号 所 在 地 地目・
種類等

登記床面積
１階 (㎡ )

登記床面積
２階以外 (㎡ )

見積価額
（千円）

保証金
（千円）

指定の状況

都計法 農振法
登記地積
(㎡ )

須崎市

※表のうち、1番および2番は須崎市、3番および4番は四万十町、5番は高幡租税債権管理機構が出品する物件です。
※各物件について、状況によって公売が中止になる場合があります。
※公売や物件の詳細は、高幡租税債権管理機構のホームページの閲覧もしくは連絡先にお尋ねください。
※公売物件の「現地案内」は、個別に対応します。

 

■入札に必要なもの

●委任状

●保証金［見積価額の約10%］
　※現金に限ります。

●運転免許証など身分を証するもの
●印鑑（認印）

行政のサービスは、
皆さんの税金で支えられています！

浦ノ内
大谷字宮ノ西
興津
七里

高野字桜谷
四万十町

※公売物件が農地の場合は、農業委員会発行
の「買受適格証明書」が必要です。

　四万十町は２月８日までに農業委員会への申
請が必要です。

全

　員

代
理
人
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健 康 し お りの

家庭血圧を測りましょう

　血圧とは、心臓から送り出された血液が血管にかける圧力のことを
いいます。高いままにしておくと血管に負担がかかり、血管が傷つき
やすくなり、動脈硬化を促進します。高血圧は放置しておくと、心筋
梗塞や脳卒中などを引き起こす危険性があります。
　血圧はいつも一定ではなく、活動している時はストレスなどによっ
ても絶えず変わるため、病院などで測った血圧だけでなく、家庭での
血圧を測り普段の血圧を知っておくことが大切です。

  〔お問い合わせ先〕 健康福祉課　☎22-3115

医
　
今
回
は
、
風
邪
の
薬
以
外
の
治

療
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

①
ゆ
っ
く
り
寝
る

　
風
邪
で
は
休
め
ず
、
症
状
を
楽

に
す
る
薬
を
飲
ん
で
働
か
な
く
て

は
い
け
な
い
職
場
も
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
長
引
く
前
に

ゆ
っ
く
り
休
む
こ
と
が
何
よ
り
も

大
切
で
す
。
休
む
際
の
室
温
は
20

〜
28
度
、
湿
度
は
50
〜
60
％
程
度

が
理
想
的
で
す
。

②
手
洗
い
と
う
が
い

　
発
症
後
も
こ
れ
以
上
ウ
イ
ル
ス

を
侵
入
さ
せ
な
い
た
め
に
手
洗
い

う
が
い
は
重
要
で
す
。
う
が
い
薬

は
の
ど
の
常
在
菌
を
殺
し
た
り
傷

ん
だ
粘
膜
を
よ
り
傷
つ
け
る
恐
れ

も
あ
る
た
め
、
水
や
お
茶
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
最
近
の
研
究
で
は
う

が
い
薬
よ
り
も
カ
テ
キ
ン
の
含
ま

れ
た
緑
茶
の
方
が
予
防
に
効
果
的

だ
っ
た
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

③
体
を
温
め
る
、
水
分
を
と
る

　
風
邪
の
引
き
は
じ
め
で
は
保
温

し
、
体
温
を
免
疫
力
の
整
う
37
度

風
邪
の
お
は
な
し

　後
編

後
半
ま
で
上
昇
さ
せ
ま
す
。
経
口

補
水
液
を
１
Ｌ
〜
1.5
Ｌ
程
度
（
18

歳
未
満
は
体
重
１
㎏
あ
た
り
50

飲
用
頂
き
、
汗
を
か
く
こ
と
で
、

汗
の
気
化
熱
で
体
温
が
下
が
り
ま

す
。
37
度
前
半
の
微
熱
で
解
熱
薬

を
使
用
す
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て

免
疫
が
整
う
こ
と
が
遅
れ
治
癒
の

妨
げ
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
解
熱
薬
は
、
熱
性
け
い
れ
ん
な

ど
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
方
を

除
き
、
38
度
以
上
で
つ
ら
い
時
の

ご
使
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。
基
礎

体
温
が
低
い
の
で
微
熱
で
も
つ
ら

く
感
じ
る
と
い
う
方
も
中
に
は
い

ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
方
は
平
素

か
ら
有
酸
素
運
動
（
散
歩
）
な
ど

で
平
熱
を
高
め
、
免
疫
力
を
整
え

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
風
邪
は
薬
で
は
治
ら
な
い
の
で
、

発
症
後
は
養
生
が
肝
要
で
す
。
ご

参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

四
万
十
町
国
保
十
和
診
療
所

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　石
田
青
鳥

家庭血圧の図り方

●上腕血圧計を選びましょう
●朝と晩の2回測定しましょう
　　朝：起床後1時間以内、朝食前、服薬前
　　晩：就寝前
●トイレを済ませ、椅子に座って1～2分待ってから測定しましょう。
●週5日以上測定し、記録しましょう。記録したら、かかりつけ医
に見せましょう。

・腕をテーブルなどの上に置いて、
心臓と同じ高さにする

・腕帯（カフ）は指が1本入るくらい
の強さに巻く

・測定中は会話をしない

■高血圧の基準値（「高血圧治療ガイドライン 2009」より作図）

●血圧の表し方
血圧には、上の値と下の値があります。
上の値（収縮期血圧）：心臓が収縮したときの値です。
下の値（拡張期血圧）：心臓が拡張したときの値です。

異なる測定法による高血圧基準

診察室血圧
過程血圧

収縮期血圧
140mmHg
135mmHg

拡張期血圧
90mmHg
85mmHg

収
縮
期
血
圧

上
の
値

拡張期血圧上の値

180
160
140
130
120

（mmHg）

（mmHg）
80 85 90 100 110

至
適
血
圧

正
常
血
圧

正
常
高
値
血
圧

高
血
圧

正
常
血
圧

140/90mmHg以上

III度高血圧
II度高血圧
I度高血圧

　今年度、まだがん検診を受診していない方を対象に実施します。住所地以外の会場でも受診することが
できますので、この機会にぜひ受診してください。
　なお、この検診は、事前申し込みがないと受診できませんので、必ず申込先（高知県総合保健協会）まで
ご連絡をお願いします。申し込みをされた方には、実施日の約１週間前に、受診票を送付します。

　市立宇和島病院の外来診療受付時間は、平日（年末年始、祝日を除く）午前８時
30分から12時までとなっております。予約、専門外来および３次救急患者さまを
除き、午後の受付は行っておりませんので、ご了承ください。日常的な予防や治療
は「かかりつけ医」に診療していただき、専門的な治療が必要な場合は、「かかり
つけ医」の先生から紹介状を持って、当院を受診していただきますようお願いいた
します。

〔お問い合わせ先〕 市立宇和島病院医事課　☎0895-25-1111

がん検診をまだ受けていない方へ

広域がん検診を実施します！

市立宇和島病院の外来診療受付時間について

実施日

２月１６日（土）

２月２３日（土）

２月２４日（日）

３月　３日（日）

高知市

宿毛市

南国市

総合保健協会幡多健診センター

９：００
   ～   
１０：３０ 

9：00～10：30
乳がん・子宮頸がん検診は
13：30～15：30

保健福祉センター

南国市 保健福祉センター

総合保健協会中央健診センター

３月１０日（日） 高知市 総合保健協会中央健診センター

３月１６日（土） 高知市 保健福祉センター

結核・肺がん

胃がん

大腸がん

乳がん

子宮頸がん

会  場 　 受  付市町村名 検診項目

◆対 象 者 　
今年度まだ受診していない方で、以下の年齢の方。
結核、肺がん・胃がん・大腸がん･･･40歳以上 子宮頸がん･･･20歳以上の女性
乳がん ･･････40歳以上女性で昨年度受診していない方
（平成29年4月1日から平成30年3月31日までに乳がん検診を受けてない方）
◆申込方法

◆検 診 料 肺がん  100円 ／ 胃がん ・ 大腸がん 各500円 ／ 子宮頸がん ・ 乳がん 各400円

申込電話番号

　

　

※申込先は役場ではありませんのでご注意ください！

申込受付時間　午前８時30分から午後５時まで （土・日・祝日は休み）

※肺がんは65歳以上、その他の検診は70歳以上、および生活保護受給者の方は無料。

健康維新の志士
けん しん太郎君

【実施日程】

1月15日（火）より、申込受付を開始しますので、高知県総合保健協会へ直接電話にて申し
込みをしてください。申込締め切りは各検診日の２週間前となっていますが、定員に達した場
合は受付を終了しますので、ご了承ください。

☎０８８-８３１-４３５１（高知県総合保健協会）

※子宮頸がん検診については、受付終了時間の30分前までに受付をする必要があります。

〔広域がん検診に関するお問い合わせ先〕　
 健康福祉課　　　 ☎22-3115
 大正 町民生活課　☎27-0112
 十和 町民生活課　☎28-5112

mL
）
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informationお知らせ

窪川高等学校進路状況 質の高い進路を実現します!!

■平成30年度　窪川高校　卒業生合格者数および就職状況（12月６日現在）
学部・学科等 人　数

事 業 所 所在地 人　数
高知県農業協同組合中央会
株式会社　技研製作所
社会福祉法人　しまんと町社会福祉協議会
廣瀬製紙　株式会社エクセニア工場
株式会社　坂田信夫商店
株式会社　華珍園
有限会社　四万十みはら菜園
株式会社　サカイ引越センター高知支社
株式会社　カワマート
株式会社　ちぬやホールディングス
四国福山通運　株式会社
株式会社　レオマユニティー
日本郵便株式会社　四国支社
自衛隊

高知県
高知県
高知県
高知県
高知県
高知県
高知県
高知県
高知県
香川県
香川県
香川県
愛媛県
高知県

職　種
総合職
技術職
介護職員
不織布製造作業員
農作物の栽培・生産・製造
ホールスタッフ
作業員
引越スタッフ
飲食店社員
前処理作業員
集配運転者（セールスドライバー）
パークスタッフ
郵便局員
自衛官候補生

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

高知県立農業大学校
龍馬看護ふくし専門学校
高知高等技術学校
ＲＫＣ調理製菓専門学校
高知理容美容専門学校
ビジュアルアーツ専門学校
代々木アニメーション学院

園芸学科
看護学科
自動車整備科
調理師科
美容科　
放送・映画科
エンタメ学部　声優タレント科

　本校では、授業を大切に（授業第一主義）、地
域学習や職場体験学習、企業・上級学校訪問な
どを通じてキャリア教育に取り組んでいます。
地域のニーズを把握し、生徒一人ひとりの希望
進路実現に向けて質の高い進路指導ができる魅
力ある学校を目指します。今年度の卒業予定者
は 38名です。

【進学】 さまざまな進路希望に応じた進学を決め
ています。
【就職】個に応じたきめ細かな指導により希望す
る多様な業種・地域に就職が決まっています。

四万十高等学校進路状況 生徒の持ち味を伸ばす個別指導の徹底により進路実現!!

〔お問い合わせ先〕 
 高知県立窪川高等学校  ☎22-1215

〔お問い合わせ先〕
 高知県立四万十高等学校  ☎27-0034

■平成30年度　四万十高校　入試合格者数および就職状況（12月1日現在）
人　数

高知大学
高知工科大学

地域協働学部
経済・マネジメント学群

1
1
1

事 業 所 所在地 人　数
日本郵便株式会社　四国支社
株式会社　しまんとドラマ
岡林釣具株式会社
株式会社慶尚
株式会社　よどや
株式会社ジーユー
株式会社　ササオカ
植田基工　株式会社

愛 媛 県
四万十町
高 知 県
高 知 県
高 知 県
高 知 県
高 知 県
大 阪 府

職　種
郵便局員（四万十町）
加工製造・販売員
販売員
遊技場スタッフ
販売員および商品管理
地域正社員
農業機械部品の製造
土木工事スタッフ

1
1
1
1
1
1
1
1

京都精華大学 マンガ学部　新世代マンガコース

幼児保育学科

1

1

学校法人日米学院　高知ペットビジネス専門学校
RKC調理製菓専門学校
神戸製菓専門学校
高知県立林業大学校
開成専門学校

高知学園短期大学

環境ペット学科動物看護コース 
調理師科 
製パン科 
基礎課程 
システム開発科 

1
1
1
1
1

３
１
１
１
1
１
１

　本校は少人数であることを活かし、学校一丸と
なって生徒個々への学力の徹底や進路実現に向けた
きめ細かな指導にあたっています。授業や課外活動、
総合的な学習の時間などを通じて地域に根差した
キャリア教育の充実や、SST（ソーシャルスキルト
レーニング）に取り組み、生徒たちは卒業後を見越
して、豊かな人間性や社会で自立していく力を培う
べく励んでいます。
　今年度の卒業予定者は18 名で、就職希望者８名、
進学希望者10名となっています。進学先は、県内志
向がやや強いですが関西圏も進学希望先に入ってい
ます。また、四年制大学では今年も県内国公立大学
へ合格することができました（昨年度１名、今年度
２名）。次年度に向けて、入試対策補習などの支援体
制を組み、進路実現に向けて取り組んでいます。
　就職先としては、ほとんどが高知県内での就職で
あり、四万十町内の就職は３名になる予定です（本
社が高知市内でも、町内の支店勤務になった場合を
含む）。面接指導や作文指導を徹底し、生徒の進路
希望の実現を図っています。就職については、一
回目の受験で、全員が内定をいただきました。

高知大学
高知工科大学
美作大学
美作大学
四国大学
花園大学
大阪総合保育大学

大
学

学部・学科等学校名称

専
修
・
各
種
学
校
等

短
大

理工学部　情報科学科
システム工学群
生活科学部　児童学科
生活科学部　食物学科
文学部　国際文化学科
文学部　日本文学科
児童保育学部　児童保育学科

短
大

大
学

学校名称

高知学園短期大学 生活科学学科

専
修
・
各
種
学
校
等

1
1
1
1
1
1
1

1
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教
育
委
員
会
臨
時
職
員

等
採
用
お
よ
び
登
録
者

の
募
集

■
申
込
方
法

　

教
育
委
員
会
、
大
正
・
十
和
各

地
域
振
興
局
町
民
生
活
課
に
備
え

付
け
の
申
込
書
・
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
資
格
等
を
必
要

と
す
る
職
種
に
つ
い
て
は
免
許
証

の
写
し
（
運
転
免
許
取
得
者
は
、

そ
の
写
し
）
を
添
付
の
う
え
提
出

し
て
下
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

１
月
10
日
（
木
）
～
１
月
31
日

（
木
）【
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
】

（
２
月
１
日
以
降
も
随
時
申
し
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
）

■
登
録
名
簿
の
有
効
期
間

　
４
月
１
日
～

　
平
成
32
年
３
月
31
日

■
採
用
期
間

　
４
月
１
日
～
９
月
30
日

　
（
６
か
月
の
延
長
あ
り
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

四
万
十
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　

☎
２
２-

２
５
９
４

 

募
　
集

職　種 年　齢 日額賃金 業務内容 ･要件等 採用 ･登録の別

一般事務
①学校教育課事務補助員
②図書館・美術館運営補助員
③窪川学校給食センター
　事務補助員
④十和学校給食センター
　事務補助員
⑤教育研究所事務補助員

18歳以上
55歳未満

（採用予定月の
１日現在）※

7,100 円

・簡単なパソコン（ワード ･エクセル）操作が
できる者
・②については、図書館・美術館業務のほか、
絵本の読み聞かせや勉強会への参加もありま
す。土・日に勤務可能で、図書館活動に意欲
的な方
・①③④⑤については、普通自動車運転免許取得者
・⑤については、教育支援センター指導員補助
業務あり。

①採用：1名
②採用：1名
③採用：1名
④採用：1名
⑤登録：１名

①保育士　
②保育教諭
（パート含む）

8,400 円
～

9,100 円

・①保育士免許取得者
・②保育士および幼稚園教諭免許取得者

採用：若干名
登録：１年間

保育士・
保育教諭補助員
（パート含む）

7,100 円
～

7,300 円

・保育業務において保育者を補助し、児童の成
長過程に携わる意欲のある者 登録：１年間

保育所・
認定こども園調理師 7,100 円 ・調理師免許取得者または、調理業務等におい

て一定の経験を有する者 登録：１年間

特別支援教育支援員 7,100 円
・発達障害の児童生徒に対する学習支援、学習

活動・教室間移動等における介助、学校行事
における介助等

登録：１年間

学校校務員 7,000 円 ・学校美化 ･ 給食配膳業務、学校運営関連雑務等 採用：12 名程度

学校図書支援員 7,100 円

・学校図書の整理・修繕・貸出、図書室の環境
整備、授業等で必要となる資料の準備等図書
に係る業務全般

・図書に興味があり、児童生徒とのコミュニュ
ケーションがとれる方

採用：若干名

ＩＣＴサポーター 7,100 円

・学校の情報通信機器使用に関するサポート業務
・パソコンやネットワークについて知識があり、

教職員・児童生徒とコミュニケーションがと
れる者

・普通自動車運転免許取得者

採用：若干名

放課後等学習支援員 制限なし 時給
1,400 円

・放課後の補充学習の指導補助、児童生徒への
個別指導や宿題の点検補助等

（１日２時間程度の変則勤務）
登録：１年間

スクール
ソーシャルワーカー 制限なし

時給

1,400 円

・不登校等の児童生徒支援に係わる学校と教育・
福祉関係機関等とのコーディネイト

・社会福祉士や精神保健福祉士等の資格を有す
る者、または、教育と福祉に関する専門的な
知識を有し、教員や福祉分野等において活動
経験実績のある者

・普通自動車運転免許取得者

採用：１名

教育支援センター指導員 制限なし 7,100 円

・不登校児童生徒の学習やスポーツ等の活動支
援、保護者の相談、学校との連絡調整など学
校復帰の支援

・不登校児童生徒の気持ちを理解し、誠意をもっ
て支援できる者

採用：１名
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
戸
数
／
２
戸

■
募
集
住
宅

　
大
正
南
町
第
３
団
地

■
申
込
受
付
期
限

　
１
月
31
日
（
木
）
必
着

■
必
要
な
書
類
／
入
居
申
込
書
・

住
民
票
・
完
納
証
明
・
所
得
を
証

明
す
る
書
類
な
ど

■
そ
の
他
／
①
申
し
込
み
は
１
回

の
募
集
に
お
い
て
１
世
帯
に
つ
き

１
通
に
限
り
ま
す
。②
入
居
資
格
、

申
し
込
み
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は

建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
込
書
配
布
場
所　

　
建
設
課
、
大
正
・
十
和
地
域
振
興

局
、
興
津
出
張
所

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課　
　

☎
２
２-

３
１
２
０

意
見
公
募
を
実
施
し
ま
す

 

町
で
は
平
成
23
年
度
に
策
定
さ
れ

ま
し
た
住
生
活
基
本
計
画
の
見
直

し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た

び
、「
四
万
十
町
住
生
活
基
本
計
画

（
案
）」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の

で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

■
意
見
募
集
対
象

　
四
万
十
町
住
生
活
基
本
計
画（
案
）

■
意
見
募
集
期
間

　
１
月
22
日（
火
）～
２
月
12
日（
火
）

■
意
見
提
出
方
法

・
各
閲
覧
所
の
意
見
箱
へ
の
投
函

・
提
出
先
へ
の
郵
送
、
F
A
X
、
電

子
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参

　
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
住
所
、
氏

名
、
連
絡
先
（
電
話
番
号
）
を
記

載
し
て
、
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
専
用
様

式
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び

各
閲
覧
所
に
あ
り
ま
す
。

■
資
料
の
閲
覧
方
法

　

本
庁
舎
閲
覧
所
、
各
地
域
振
興

局
閲
覧
所
、
興
津
出
張
所
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
閲
覧
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

〒
７
８
６-

８
５
０
１　

　

四
万
十
町
琴
平
町
16
‐
17

　
　

建
設
課　

☎
２
２-

３
１
２
０

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
２-

５
０
４
０

　

E-m
ail 109040

＠tow
n.

　

shim
anto.lg.jp

遠
山
の
環
境
保
護
の
た
め

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

野
焼
き
を
通
じ
て
環
境
保
護
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
２
月
17
日
（
日
）

　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
３
時 

■
場
所
／
四
万
十
町
奈
路
遠
山

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

四
万
十
町
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　

☎
２
９-

６
０
０
４

大
正
診
療
所
臨
時
職
員

（
パ
ー
ト
含
む
）の
募
集
に

つ
い
て

■
業
務

①
受
付
・
請
求
事
務

②
給
食
調
理
業
務　
③
清
掃
業
務

■
募
集
人
員

①
1
名　
②
1
名　

③
1
名
（
パ
ー
ト
）

■
主
な
業
務
内
容　

①
診
療
所
の
受
付
業
務
、
診
療
報

酬
請
求
事
務
な
ど

②
入
院
患
者
に
対
し
て
の
給
食
調

理
な
ど

③
診
療
所
の
清
掃
な
ど

■
勤
務
時
間

①
午
前
8
時
～
午
後
4
時
45
分
／

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
45
分

②
午
前
6
時
15
分
～
午
後
2
時
45

分
／
午
前
7
時
10
分
～
午
後
5

時
10
分
／
午
前
10
時
～
午
後
6

時
30
分

※
交
代
制

③
午
前
6
時
15
分
～
午
後
4
時
15
分

■
賃
金

①
日
額 

７
，１
０
０
円

②
日
額 

７
，１
０
０
円　

③
時
給　
　
８
５
８
円

■
雇
用
期
間

　
4
月
1
日
～
9
月
30
日

　
（
更
新
あ
り
）

■
応
募
方
法

　

総
務
課
、
大
正
・
十
和
地
域
振

興
課
、
大
正
・
十
和
診
療
所
に
備

え
付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
履
歴
書
と
一
緒
に
、
大

正
・
十
和
診
療
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

国
保
大
正
診
療
所

　
　
　
　
　
　

☎
２
７-

０
２
１
０

平
成
30
年
度
　
読
書
感
想

画
・
読
書
郵
便
作
品
展

　

秋
の
読
書
週
間
に
町
内
の
小
学

生
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
作
品
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

応
募
作
品
、
全
点
５
２
９
点　

展
示
し
ま
す
！

■
開
催
期
間
／ 

平
成
30
年
12
月
15

日
～
1
月
27
日
（
日
）

■
会
場
／
四
万
十
町
立
美
術
館

■
観
覧
料
／
無
料

■
開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後

５
時
30
分　

日
曜
は
午
後
４
時

30
分
ま
で

　
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
開
館

■
休
館
日
／
月
曜
日
・
祝
日

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

四
万
十
町
立
美
術
館　

　
　
　

   　
　

☎
２
２-

５
０
０
０

作
品
、
お
待
ち
し
て
ま
す
！

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
　

（
工
芸
の
部
）

　

参
加
型
展
覧
会
、
ア
ン
デ
パ
ン

ダ
ン
展
（
工
芸
の
部
）
を
2
月
か

ら
開
催
し
ま
す
。

　
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
と
は
、本
来「
独

立
」
を
意
味
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
で
す

が
、
美
術
用
語
と
し
て
は
「
誰
で
も

自
由
に
出
品
で
き
る
無
審
査
か
つ
無

賞
の
展
覧
会
」
を
指
し
ま
す
。

■
搬
入
日

　
2
月
1
日（
金
）・
2
日（
土
）

■
出
品
資
格

　

町
内
在
住
者
、
町
出
身
者
、
現

在
町
内
に
勤
務
し
て
い
る
方
、
お

よ
び
通
学
し
て
い
る
高
校
生
以
上

の
方
。
ま
た
、
四
万
十
町
に
縁
の

あ
る
方

■
展
覧
会
開
催
期
間

　
2
月
9
日（
土
）～
4
月
4
日（
木
）

※
応
募
作
品
の
規
定
な
ど
に
つ
き

ま
し
て
は
、
美
術
館
に
開
催
要

項
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

四
万
十
町
立
美
術
館

　
　
　

   　
　

☎
２
２-

５
０
０
０

子
ど
も
に
絵
本
や
読
書
の

橋
を
架
け
る
連
続
講
座

『
挑
戦
！
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
』

　

昨
年
、
好
評
だ
っ
た
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
を
今
年
度
も
開
催
！
ビ
ブ

 
募
　
集

リ
オ
バ
ト
ル
と
は
、
本
の
紹
介
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
す
。

　

参
加
者
が
お
す
す
め
の
本
を
紹

介
し
あ
い
、
一
番
読
み
た
い
本
を

投
票
で
決
め
ま
す
。

　

紹
介
し
た
い
本
を
1
冊
、
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
気
軽
に
挑
戦
し
て

み
ま
し
ょ
う
！

■
講
師
／
古
川
佳
代
子
（
高
知
こ

ど
も
の
図
書
館　
館
長
）

■
日
時
／
2
月
23
日
（
土
）

　
午
後
1
時
～
2
時
30
分

■
会
場
／
四
万
十
町
立
図
書
館　

大
正
分
館

■
対
象
／
大
人
の
方

■
参
加
費
／
無
料

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

四
万
十
町
立
図
書
館　

　

本
館   　
　

☎
２
２-

５
０
０
０

　

大
正
分
館   

☎
２
７-

１
１
９
３

志
和
薬
師
寺
大
祭

　

薬
師
寺
に
て
厄
除
け
を
行
い
ま

す
。

■
日
時
／
２
月
12
日
（
火
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時 

■
場
所
／
志
和
薬
師
寺

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

志
和
薬
師
寺
社
務
所

　
　
　
　
　
　

☎
２
４-

０
３
８
５

高
知
県
立
窪
川
高
等
学
校

平
成
30
年
度
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
等
の
学
習

発
表
会
お
よ
び
「
夢
・
志
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ご
案
内

　

窪
川
高
校
は
、
四
万
十
町
、

四
万
十
町
教
育
委
員
会
、
地
元
小
中

学
校
お
よ
び
地
元
事
業
所
な
ど
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て
、
平
成

30
年
度
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

等
の
学
習
発
表
会
お
よ
び
「
夢・志
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
次
の
と
お
り
開

催
い
た
し
ま
す
。
地
域
と
高
等
学
校

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
事
業

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
２
月
13
日
（
水
）

　
午
前
９
時
10
分
～
午
後
３
時
15
分

■
場
所
／
窪
川
四
万
十
会
館

■
内
容

（
1
）
午
前
の
部　

　
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
等
の

学
習
発
表
会

　
午
前
９
時
10
分
～
午
前
11
時
20
分

　
「
地
域
調
べ
」「
職
場
体
験
」「
地

域
活
動
」「
進
路
実
現
に
向
け
て
」

「
地
域
：
地
域
課
題
研
究
」
の
発
表

（
２
）
午
後
の
部

　
「
夢
・
志
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

 

午
後
１
時
～
午
後
３
時
15
分

テ
ー
マ
「
平
成
か
ら
新
時
代
へ　

～
四
万
十
維
新
～
」

①
講
演　
「
未
来
を
ひ
ら
く
～
自
分

で
扉
を
押
し
開
け
る
～（
予
定
）」

　
【
講
師
】

　

株
式
会
社
し
ま
ん
と　

代
表
取

締
役
社
長　
宮
内 

重
延 

氏

②
講
師
を
囲
ん
で
の
ト
ー
ク

　
【
進
行
】

　
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
榊
山 

雅
子 

氏

　
【
参
加
予
定
者
】　

　

株
式
会
社
し
ま
ん
と　

代
表
取

締
役
社
長　
宮
内 

重
延 

氏

　
四
万
十
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

　
窪
川
高
校
生　
な
ど

■
そ
の
他

　
参
加
に
つ
い
て
は
、
無
料
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 　
　

　
　
　
　

■
主
催
／
高
知
県
立
窪
川
高
等
学
校

■
共
催
／
四
万
十
町
教
育
委
員
会

［
担
当
］
高
知
県
立
窪
川
高
等
学
校

教
頭　

西
村
紀
之

総
務　

山
中
洋
平

　
　
　
　
　

   

☎
２
２-

１
２
１
５

　
　
　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
２-

２
５
５
２

 

図
書
館
・
美
術
館

 

か
ら
の
お
知
ら
せ

 

イ
ベ
ン
ト

「総合的な学習の時間」等の学習発表会の様子



①豚もも肉は食べやすい大きさに、にんじんはせ
ん切り、にらは２～３ｃｍの長さに切る。

　しょうがはすりおろす。（お好みでみじん切りで
もOK）

②熱したフライパンに炒め油を引き、しょうが、にん
にく、豚もも肉を炒める。

③肉の色が変わってきたら、にんじんも加える。
④にんじんに火が通ったら、にら、つぼ漬けたくあ
ん、白菜キムチを加えて炒め、調味料で味をと
とのえる。

⑤炒めた④とご飯を混ぜ合わせて完成。

【材　料】（１人分）

キムタクチャーハン

……１８０g　　　
……２０ｇ　　　　
………………少々

………少々
………………１５ｇ

……………………１０ｇ
……………１５g

……１０ｇ

適量ご飯
豚もも肉
しょうが
おろしにんにく
にんじん
にら
白菜キムチ
つぼ漬けたくあん

塩
こしょう
こいくちしょうゆ
さとう
炒め油

…………………………少々
…………………少々

…小さじ１/４
……………………少々
…………………適量

Let’s cooking !！ おうちで 給食レシ ピ

大正給食

センター編

23 四万十町通信一平成31年1月号

日付 曜日 内　　　容 時　間 場　　　所 お問い合わせ

1 月
8 火 【窪川】１日行政相談 10:00 〜 15:00 農村環境改善センター １階会議室 総務課　 　　　☎ 22-3111
9 水
10 木
11 金 乳幼児健診 対象者に個別通知 大正健康管理センター 大正町民生活課   ☎ 27-0112
12 土 休日水道修理当番 宮脇水道　　      ☎ 22-1581

13 日
休日水道修理当番 高橋設備　　  　 ☎ 22-0662
休日在宅当番医 大西病院　　  　  ☎ 22-1191

14 月
休日水道修理当番 桑原水道　　  　 ☎ 22-1163
休日在宅当番医 くぼかわ病院　   ☎ 22-1111
町議選挙告知　 18:45

15 火
16 水 2歳6か月健診 対象者に個別通知 役場東庁舎　２階 健康福祉課　 　☎ 22-3115
17 木
18 金
19 土 休日水道修理当番 横山建材店　　 ☎ 22-3608

20 日
休日水道修理当番 岩本商店　　　 ☎ 22-2716
休日在宅当番医 大西病院　　　  ☎ 22-1191

21 月 役場よりお知らせ 18:45
22 火 子育てほっと相談 9:30 〜 11:30 大正地域子育て支援センター 大正町民生活課   ☎ 27-0112
23 水 4か月・7か月・12か月児健診 対象者に個別通知 窪川地域子育て支援センター 健康福祉課　   　☎ 22-3115
24 木
25 金
26 土 休日水道修理当番 日化住宅機器　 ☎ 22-0407

27 日
休日水道修理当番 宮脇水道　　    ☎ 22-1581
休日在宅当番医 くぼかわ病院　 ☎ 22-1111

28 月 役場よりお知らせ 18:45
29 火
30 水

31 木
国民健康保険税（7期） 税務課　　　☎ 22-3116
介護保険料（7期） 健康福祉課　☎ 22-3115
後期高齢者医療保険料（7期） 町民課　　　☎ 22-3117

２月
1 金
2 土 休日水道修理当番 高橋設備　　　 ☎ 22-0662

3 日
休日水道修理当番 桑原水道　　　 ☎ 22-1163
休日在宅当番医 くぼかわ病院　 ☎ 22-1111

4 月
役場よりお知らせ 18:45
赤ちゃん相談・ひまわり相談・母乳相談 13:30 〜 16:00 窪川地域子育て支援センター 健康福祉課　 　☎ 22-3115

5 火
6 水 乳幼児健診 対象者に個別通知 十和保健センター 十和町民生活課   ☎ 28-5112
7 木

8 金
【大正】１日行政相談 10:00 〜 12:00 大正地域振興局　２階　小会議室 大正地域振興局　☎ 27-0111
【十和】１日行政相談 13:00 〜 15:00 十和地域振興局　２階　第２会議室 十和地域振興局　☎ 28-5111

9 土 休日水道修理当番 横山建材店　　   ☎ 22-3608

10 日
休日水道修理当番 岩本商店　　　   ☎ 22-2716
休日在宅当番医 くぼかわ病院　   ☎ 22-1111

11 月
休日水道修理当番 日化住宅機器　   ☎ 22-0407
休日在宅当番医 くぼかわ病院　   ☎ 22-1111
役場よりお知らせ 18:45

12 火 【窪川】１日行政相談 10:00 〜 15:00 農村環境改善センター　１階会議室 総務課　☎ 22-3111

しまんと健康ホットライン
☎0120-788-410四万十町  くらしのカレンダー

平成31年 ★ 健康・医療・介護・育児相談
★ 医療機関情報の提供

24時間
年中無休

※休日水道修理当番は窪川地域のみです。
大正・十和地域の方は各地域振興局にお問い合わせください。
大正地域振興課　☎ 27-0111　　十和地域振興課　☎ 28-5111

〔行政放送お問い合わせ先〕
毎週月曜日更新　四万十ケーブルテレビ　☎ 22-1117

〔各種健診お問い合わせ先〕
健康福祉課　☎ 22-3115

休日在宅当番医
【大正診療所】休日・夜間の急患の診療に対応しています。
必ず電話で確認のうえ受診してください。　☎ 27-0210

　
お
問
い
合
わ
せ

１日行政相談 … 国の仕事・サービスでお困りの方、ご相談ください。
【窪川】行政相談員　森 英真　【大正・十和】行政相談員　林 久志 人権相談 … 無料・秘密厳守です。

納期のお知らせ

ひまわり相談は、

育児の悩みや子どもの発達、

保護者自身の健康の悩みを

医師に相談できます。
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四万十川の

水質状況町のうごき

人口 前月比
男
女
計

世帯数

出生 死亡 転入 転出
男
女
計

適正値（mg/ｌ）
リン酸 ≦  1.0
硝　酸 ≦  0.5

アンモニウム ≦  5.0
アニオン活性剤 ≦  1.0
化学的酸素要求量 ≦10.0

調査：大正（吾川） 
資料：四万十高校自然環境部

月
号
の
「
黒
石
」
の
中
心
か
ら
ま
っ

す
ぐ
北
進
し
た
と
こ
ろ
が
奈
路
で

あ
る
。奈
路
に
は
現
在
、
49
世
帯
、
97
人
が

暮
ら
し
て
い
る
。

　平
坦
で
緩
や
か
な
こ
と
を「
な
ろ
い
」と

い
う
。町
内
に
も
複
数
あ
る
「
奈
路
」
と
い

う
地
名
は「
な
ろ
い
」か
ら
き
て
い
る
。

　奈
路
と
い
え
ば「
奈
路
の
大
杉
」で
あ
る
。

こ
れ
は
通
称
で
、
正
式
に
は「
神
明
杉
」と

い
う
。樹
齢
5
0
0
年
以
上
と
い
わ
れ
る

こ
の
大
杉
は
、
幹
の
太
さ
も
圧
巻
な
ら
ば
、

そ
の
枝
の
伸
び
よ
う
も
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
る
。枝
も
大
木
で
あ
る
が
ゆ
え
な
の

で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
多
く
は
地
面
に
「
着

地
」
し
て
い
る
。一
見
の
価
値
の
あ
る
見
事

な
大
木
で
あ
る
。こ
の
大
杉
は
、
江
戸
末
期

ま
で
こ
の
場
所
に
あ
っ
た
神
社
「
神
明
宮
」

の
ご
神
木
で
あ
る
。明
治
の
初
め
頃
、
神
明

宮
は
、
す
ぐ
近
く
に
あ
る
奈
路
の
産
土
神

で
あ
る
判
官
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。判
官

神
社
の
神
輿
は
一
年
に
一
度
、
こ
の
大
杉

の
す
ぐ
脇
に
あ
る
石
の
台
座
ま
で
運
ば
れ

る
。神
輿
が
旅
に
出
る
の
で
「
お
旅
所
」
と

い
う
そ
う
だ
。

　判
官
神
社
は
そ
の
名
の
通
り
源
義
経
を

祀
っ
て
い
る
。源
義
経
と
は
ご
承
知
の
通

り
「
牛
若
丸
」
で
あ
る
。義
経
の
正
式
名
は

「
源
九
郎
判
官
義
経
と
い
っ
た
。九
郎
は
源

義
朝
の
九
男
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ま
た
、

判
官
は
役
職
名
（
当
時
の
都
の
警
備
や
裁

判
を
担
当
す
る
役
職
）
で
あ
る
。も
と
も
と

「
は
ん
が
ん
」
と
読
む
が
、
義
経
を
語
る
と

き
に
は
「
ほ
う
が
ん
」
と
読
ん
だ
。頼
朝
の

許
可
な
く
判
官
と
い
う
重
要
な
役
職
を
得

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
悲
運
と
も
言
え
る
運

命
を
た
ど
っ
た
義
経
は
後
世
の
人
々
の
同

R439

R381 R56

土佐
大正

至

至 黒潮町

十川

窪川

先

6
3
9

10
18
28

9
8
17

8
9
17

12月14日
8,163
9,057
17,220
8,526

窪川地域 12,183人 大正地域 2,404人 十和地域 2,633人

測定範囲以下
測定範囲以下
測定範囲以下
0.15
2.104

ー3
ー15
－18
ー8

（11月30日）　 

情
を
集
め
、
そ
こ
か
ら「
判
官
び
い
き
」と

い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
。

　判
官
神
社
の
鳥
居
の
す
ぐ
そ
ば
に
、
窪

田
藤
太
郎
と
い
う
人
の
功
績
を
称
え
る
碑

が
建
っ
て
い
る
。窪
田
藤
太
郎
は
、
明
治
13

年
に
奈
路
で
生
ま
れ
、
同
38
年
に
ア
メ
リ

カ
の
シ
ア
ト
ル
に
渡
っ
た
造
園
家
で
あ
る
。

ク
ボ
タ
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
カ
ン
パ
ニ
ー

を
起
業
し
「
窪
田
ガ
ー
デ
ン
」
を
開
い
た
。

彼
が
何
度
か
帰
国
し
た
際
、
故
郷
・
奈
路

の
発
展
に
様
々
な
形
で
貢
献
し
た
と
い
う

こ
と
で
こ
の
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

　さ
て
、
奈
路
地
区
の
東
端
に
こ
ん
も
り

と
し
た
小
さ
な
山
が
あ
る
。仁
井
田
五
人

衆
が
活
躍
し
た
戦
国
時
代
、
こ
こ
に
は
山

城
が
あ
っ
た
。こ
の
山
城
は
、
土
居
の
中
江

城
の
主
・
西
原
氏
の
重
臣
の
砦
で
あ
っ
た
。

（
※
九
郎
判
官
と
い
え
ば
義
経
の
み
を
指
す
名
で
あ

る
が
、
郷
土
史
研
究
の
中
で
源
九
郎
判
官
義
経
を

「
義
澄
（
住
）」
と
も
読
め
る
文
献
が
あ
っ
た
と
い
う

説
も
あ
る
ら
し
い
）

 ☎（0880）22-3124
　（0880）22-3123FAX本文など内容の一部に見やすく読みまちがえにくい

ユニバーサルデザインフォントを採用しています。

高知市

（11月中の届出）

奈

　路

な

ろ

立派な枝は垂れ下がるように地面に「着地」

は
ん
が
ん

し
ん
め
いし

ん
め
い
ぐ
う

う
ぶ
す
な
が
み

ほ
う
が
ん

み
な
も
と
の
く
ろ
う
ほ
う
が
ん
よ
し
つ
ね


